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はじめに
　日常生活においてスポーツとの関わりは多様な形態を
とる。現行の学習指導要領においては，「H 体育理論」「 1  
運動やスポーツの多様性」「（ 1 ）運動やスポーツが多様
であることについて理解できるようにする。」の中で，「イ 
運動やスポーツへの多様なかかわり方」として「イ 運
動やスポーツには，行うこと，見ること，支えることな
どの多様なかかわり方があること。」（「する，みる，支
えるなどの多様な関わり方」）1）が提示されている。新学
習指導要領においては，「イ 運動やスポーツへの多様な
関わり方」に「知ること」が追加され，「運動やスポー
ツの多様性に関心をもち，自分と運動やスポーツとの関
わり方について，思考し，判断し，表現できるようにす
る必要がある。」（「する，みる，支える及び知るなどの
多様な関わり方」）2）となり，スポーツとのより多様な関
わりの可能性が指摘されている。
　本稿はスポーツとの関わりについて，スポーツと社会の
関係性に焦点を当て，その基本的論点を確認した上で，ス
ポーツの実践活動を基点とした社会との関係様態及びス
ポーツの文化としての可能性を考察することを目的とする。
1 ．スポーツの捉え方
　現代社会においては，特に新聞，TV，インターネッ
ト等のメディアを通してスポーツに関わる情報が日々提
供されており，スポーツはそれに対する興味の有無に関
わらず日常生活においてごく一般的な事象として受け止
められているといえる。その意味で，スポーツとの関わ
りは情報を通したものが主となっている3）。そして，情
報を通したスポーツとの関わりの主な対象は競技スポー
ツとなり，その中でも試合の結果や記録に焦点が当てら
れる。これに対して，一般的に「行うこと（する）」と
してのスポーツとの関わりにおける主な目的の一つとし
て「健康」があげられる。その場合，仮に目的としての「健
康」の重要性が十分認識されていたとしても，スポーツ
実践それ自体が魅力あるものでなければ，つまり，義務
感からのみでは継続性は期待できない。この「魅力」は
身体を動かすことそれ自体が心身ともに開放的で爽快な
ものであることを全身で実感できるということに基づく
ものであり，これがスポーツの文化的特性であるが，そ
れはスポーツとの関わりにより生成されるものといえる。
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そのため，義務感からスポーツ等の運動実践に関わる場
合でも，それを契機としてこの「魅力」に触れる経験が
生成する可能性もある。ここに，スポーツとの実践的関
わりの「場」の重要性が指摘できる。そして，このことは，
現行の学習指導要領から一貫している「豊かなスポーツ
ライフ」4）という理念の実現に深く関わる。
　ここでの注意点は，「スポーツ」という用語の捉え方
となる。スポーツが固定的に捉えられた場合，スポーツ
が魅力的な文化であるにしても，スポーツという文化に
対してどのような感情を抱くかということは，極めて個
人的趣向の問題となる。例えば，スポーツに対して「好
き／嫌い」を問われれば，特に好きではないが，別段
嫌いというわけでもないという回答が考えられる。仮に，
スポーツを「好き」とする割合を増やすことを目的とし
た場合，そのこと自体個人の心性に対する特定の働きか
けとなる。これは，どのような文化であれ同様といえる。
　この点については，先に確認した「 1  運動やスポー
ツの多様性」という表記からも明らかなように，身
体を動かすということ，そしてそのための身体運動
の文化形態は多様であることが基本となる。このこと
は，UNESCOのスポーツに関わる国際憲章が「体育・
身体活動・スポーツに関する国際憲章」（International 
Charter of Physical Education, Physical Activity and 
Sport）5）となっていることにも表れている。また，「ス
ポーツ」との関わりにおいて重要となる「健康」との関
連でみれば，「健康日本21」の 9 分野の一つが「身体活
動と運動」6）であり，「健康増進法」では，「第七条」（基
本方針）「六 食生活，運動，休養，飲酒，喫煙，歯の健
康の保持その他の生活習慣に関する正しい知識の普及
に関する事項」7）において「運動」という表記がなされ，
公益財団法人健康・体力づくり事業財団と独立行政法人
国立健康・栄養研究所により運用されている「健康・体
力づくりと運動に関するデータベース（運動データベー
ス）」は，「特に運動と生活習慣病予防，健康増進」が
テーマとなっている8）。また，「第 2 期スポーツ基本計
画の解説」では，「スポーツ参画人口の拡大を目指す」
とされるが，そこでの「スポーツ」は「様々な形のス
ポーツ」として，「 1  競技として，限界へ挑戦するもの」
「 2  健康や仲間との交流など，多様な目的行うもの」が
提示され，後者としては，「散歩」「ダンス・健康体操」
「ハイキング」「サイクリング」などがあげられている9）。
　そのため，社会におけるスポーツとの関わりにおいて
も，スポーツは「種目」の普及や競技人口の増加に限定
されるものではないといえる。競技スポーツの普及・発
展についていえば，当該の競技分野では当然その競技の
魅力を追及するとともに，それをできる限り多くの人た
ちが実感できるようにするために努力が払われることに
なり，それは当該スポーツ（種目）の広範囲にわたる実
践者と競技人口の増加，そしてその競技のファンの拡大
等として現象する。このような，当該スポーツ種目の普
及・発展の追求をここでは「種目の論理」とする。スポー
ツは抽象的な現象ではなく，一般的には具体的な「種目」
等の活動であるため，このこと自体は自然な傾向と捉え
ることができる。本稿はこのことを踏まえた上で，この
「種目の論理」を超えたスポーツと社会の関係様態の可
能性に焦点を当てる。それを本稿では，「スポーツの実
践活動を基点とした社会との関係様態」とする。そして
それは，スポーツの実践活動が当該スポーツ活動の「種
目の論理」に収斂されることなく，それを超えて社会に
向けて開かれ，スポーツ活動を通して社会それ自体が開
かれたものに変容していく可能性のことを意味している。
このようなスポーツを基点としたスポーツの文化的可能
性の追求を，「（スポーツ）文化の論理」とする。スポー
ツを基点とするということは，スポーツの実践活動に直
接的に参加し10），スポーツ実践そのものを楽しむことを
通して，様々な社会的課題の解決や様々な可能性の実現
を図ることであり，その意味では，スポーツの外部に目
的を設定することになるが，それをスポーツの内在論理
に基づき達成する試みといえる。その意味で，「種目の
論理」と「文化の論理」は相対立するものではなく，相
互関係性にあると捉えることもできる。つまり，当該種
目の魅力を基点に様々な社会的課題を解決する可能性を
追求する試みが，結果として当該種目の普及に帰結する
ことも当然考えられるということである。
2 ．社会の反映としてのスポーツ
　スポーツとの関わりが多様な形態をとることについて
すでに確認したが，スポーツ自体が社会を反映してい
る。この点については，多木浩二（1995）『スポーツを
考える：身体・資本・ナショナリズム』（ちくま新書）
が「方法としてのスポーツ」11）として，スポーツを基点
とした現代社会論を展開した通りである。その典型的事
例として，「身体」「資本」「ナショナリズム」があげら
れることになるが，「身体」を例にすれば，まずあげら
れるのが「ドーピング」となる。ドーピング」は現行の
高等学校の学習指導要領の「H体育理論」の「 1  スポー
ツの歴史，文化的特性や現代のスポーツの特徴」「ウ オ
リンピックムーブメントとドーピング」において取り上
げられているが，タイトルが示唆しているように，「な
お，指導に際しては，中学校で「国際的なスポーツ大会
などが果たす文化的役割」を学習していることを踏まえ，
オリンピックムーブメントとドーピングに重点を置いて
取り扱うようにする。」とされている。つまり，「現代の
スポーツは，国際親善や世界平和に大きな役割を果たし
ており，その代表的なものにオリンピックムーブメント
があること，オリンピックムーブメントは，オリンピッ
ク競技会を通じて，人々の友好を深め世界の平和に貢献
しようとするものであることを理解できるようにする。」
とされ，スポーツの文化的可能性が強調されていると同
時に，「また，競技会での勝利によって賞金などの報酬
が得られるようになるとドーピング（禁止薬物使用等）
が起こるようになったこと，ドーピングは不当に勝利を
得ようとするフェアプレイの精神に反する不正な行為で
あり，能力の限界に挑戦するスポーツの文化的価値を失
わせる行為であることを理解できるようにする。」とさ
れ，スポーツの文化的可能性の代表例自体にその価値を
毀損する要因が深く関わっていることに注意が向けられ
ている。そして，「その際，ドーピングが重大な健康被
害を及ぼすことについても取り上げるようにする。」と
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されており，「ドーピング」がスポーツの文化的価値以
前に人間の存在それ自体に対する脅威となっていること
が指摘されている12）。
　なお，「ドーピング」の原因として，「勝利に対する賞
金等の報酬」が指摘されているが，「ドーピング」は競
技という世界に限定されるものではなく，そこには現代
社会の欲望や身体観が反映されていると捉えることがで
きる。そのため，「ドーピング」という現代スポーツが
抱える極めて厄介な問題を考察することは，「方法とし
てのスポーツ」という思考枠組みにおいて，「文化とし
てのスポーツ」を通して現代社会及び現代の人間性を考
察する試みなるといえる。
　このことを「ルール」について確認すると，「ルール」
はスポーツの構造を構成し，特定の文化形態を形成する
ものであり，さまざまなスポーツ種目の特性（魅力）の
基盤を構成するものといえる。従って，本来は基本枠組
みの設定として機能するものと考えられる。例えば，バ
スケットボールの当初のルールは13条から構成されてい
たとされるが13），スポーツの発展に伴いルールブックは
改正され，非常に詳細な規定が設定されていくことにな
る。そしてそこには，スポーツというゲームには本来内
在していないはずの行為に対する規定も設定されてい
る。バスケットボールを例にすると，ファウルを受けて
いないにもかかわらずファウルを受けたような振る舞
い（play）をすることに対する罰則規定として「Fake 
being fouled.」14）がある。このことは，スポーツが想定
される可能性を無条件で実現するわけではないことを示
唆している。このようなプレーが発生し，それに対す
るルールを設定し対処しなければならないということ
は，スポーツが試合形式で成立することにおける「ゲー
ムの論理」15）にその理由を求めることが可能であり，そ
してそれが特に競技形式において顕著となると考えられ
る。そしてこの点は，学校体育における「教材としての
スポーツ」16）を考察する上で重要な論点となる。ここに
も，スポーツとの関わりの重要性が指摘できる。そこで，
このような問題を抱えているスポーツがその関わり方に
より多様な可能性を有することの具体的事例を見ていく
ことで，「スポーツの実践活動を基点とした社会との関
係様態」の方向性を確認していく。
3 ．スポーツと社会の多様な関係性の構築の試み
　「平成28年度体力・運動能力調査」において，「Ⅰ．幼
児期の外遊びと小学生の運動習慣・体力との関係」につ
いて，「幼児期に外遊びよくしていた児童は日常的に運
動し，体力も高い」ことが示されており，運動の習慣化
における幼児期の運動経験の重要性が指摘できる。この
ことは，スポーツとの関わりだけではなく，身体を動か
すことを基点とした体育の今後の政策にも関わるとい
えるが17），制度上の実践レベルでのスポーツとの関わり
については，一般的に学校が大きな役割を果たしてい
る。それは，体育授業で必ずスポーツに接することにな
り，また，運動部活動18）において様々な競技スポーツに
触れる機会も提供されているからである。体育授業も運
動部活動もその後のスポーツとの関わりに大きな影響を
与えるものであり，この意味でも，先に触れた体育授業
における「教材としてのスポーツ」経験及び生徒・教師
両者にとって大きな教育的課題となっている「運動部活
動」での経験の重要性を指摘できる。つまり，体育授
業や運動部活動は生涯にわたるスポーツとの関わりの出
発点（前提）として機能する可能性があり，そこでの経
験に基づく意識や思考枠組みが本来多様であるはずのス
ポーツとの関わりに対する非常に限定された認識を生み
出し，スポーツとの関わりを非常に固定的なものとする
ことにもつながる可能性を持つ。そのため，体育授業と
運動部活動の問題に対する対策は喫緊の課題といえる。
　ここでとりあげるスポーツと社会の関係様態の事例は，
直接的には体育授業や運動部活動に関わるものではない
が，それらは，「文化としてのスポーツ」の可能性とし
て間接的に関わることが期待される。つまり，スポーツ
との多様な関わり方を「メディア」として「知る」こと
により，スポーツに対する固定的思考枠組みを変容させ
ていく可能性が期待できる。
　またこれは，「第 2 期スポーツ基本計画」19）の「中長
期的なスポーツ政策の基本方針」，即ち「スポーツが変
える。未来を創る。Enjoy Sports, Enjoy Life」におけ
る「 4 つの指針」20）である「スポーツで「人生」が変わ
る！」「スポーツで「社会」を変える！」「スポーツで「世
界」と繋がる！」「スポーツで「未来」を創る！」の「ス
ポーツで社会の課題解決に貢献」するという「スポーツ
で「社会」を変える！」21）という視点に関わる。例えば，
「スポーツ基本計画」の「第 3 章 今後 5 年間に総合的か
つ計画的に取り組む施策」「 2  スポーツを通じた活力が
あり絆の強い社会の実現」の「政策目標」は，「社会の
課題解決にスポーツを通じたアプローチが有効であるこ
とを踏まえ，スポーツを通じた共生社会等の実現，経済・
地域の活性化，国際貢献に積極的に取り組む。」となっ
ており，「（ 1 ）スポーツを通じた共生社会の実現」とし
て，「①障害者スポーツの振興等」「②スポーツを通じた
健康増進」「③スポーツを通じた女性の活躍促進」があ
げられている22）。これは，必然的に「スポーツで「人生」
が変わる！」にも密接に関わるものといえる。そしてこ
の点については，先に触れた「体育・身体活動・スポー
ツに関する国際憲章」においても次のように明確に指摘
されている。「第 2 条 ― 体育・身体活動・スポーツは，
個人，コミュニティ，社会全体に幅広い恩恵をもたらす
ことができる」，「第11条 ― 体育・身体活動・スポーツは，
開発，平和，紛争後及び災害後の目標の実現において重
要な役割を果たすことができる」
　そこでスポーツと社会の関わりの事例を確認すると，
最近では，「子供の孤立を防ぐ目的」で設立された団体
のスポーツ活動が，「殻に閉じこもった子どもや若者た
ちを支え，変える」という「“課題解決型”スポーツ」
として紹介されており，「「する」「見る」「（ボランティ
などで選手や大会を）支える」という関わり方とは異な
る，いわば第 4 のスポーツ」の一つと捉えられ，スポー
ツとの新たな「関わり」の試みとして紹介されている23）。
同様な事例として，「いろいろな社会的困難や背景を持っ
た人々が，スポーツを通じて多様性を認め合う「ダイバー
シティ・フットサルカップ」」がある。これは，「ホーム
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レス，若年無業，うつ病など，様々な事情から社会的に
孤立しやすい，スポーツと最も無縁な人々にサッカーを
通じた交流の機会を提供する」ものとされている。そし
て，「社会から排除されがちで，スポーツとのつながり
が少ない人々をも受け入れる」このようなスポーツ活動
を，「競技性スポーツ」に対して，新たな潮流として「“社
会性スポーツ”」としている24）。
　これらは，社会的課題に対する解決策としてのスポー
ツの可能性を追求したものと捉えることができるが，こ
れはスポーツの単なる手段化ではなく，スポーツ文化の
享受の多様な形態の一つと捉えられる。このような活動
の根底には，スポーツ実践それ自体の魅力の実感がある
と考えられる。そうでなければ，このような活動の継続
性は期待できないであろう。
　このようにスポーツを社会変革の手段として活用する
試みについて，バスケットボールを事例に確認してみる
と，例えば，IBF（International Basketball Foundation）
は，バスケットボールを通して，様々な社会的課題（地
域の活性化，教育，健康，女性の活躍など）の解決を
図ることを目的に2008年に設立されており，関係団体
と協力して子供や若者を対象に「Basketball For Good」
というプロジェクトを展開している25）。また，FIBAの
「basketball‘+’program/strategy/system」があり，
その中にフィジー，バヌアツ，キリバス，パプアニュー
ギニアなどのオセアニアを中心にアジアでも展開されて
いる「Hoops for Health」がある26）。このプログラムは，
バスケットボール（ 3 × 3 ）を通して地域を活性化する
試みであり，「学校や地域社会で身体活動やバスケット
ボールの実践を増やしていく」活動を通して，「非感染
症疾患（NCDs）」の危険性に関する教育も行っていく
ことをねらいとしているが，それ以外にも多くの社会
的課題解決を図っている。例えば，「障がい者や女性の
スポーツ参加やスポーツでのリーダーシップを高める」
ことがあり，その中心的プログラムとして「Mum’s A 
Hero project」が展開されている。例えばフィジーでは，
バスケットボールを通して母親達に健康な生活習慣を身
に付けるようにする試みがなされている27）。「Hoops for 
Health（H4H）」の背景には，この地域が自然災害や貧
困あるいは地域の活性化に対する様々な問題により厳し
い生活環境に直面し，そのため健康的な食事や身体活動
に対する優先順位が高くはないという社会的状況があり，
H4Hが不健康な食事や運動習慣の欠如による肥満など
の健康問題の解決のための活動となっている28）。
　2014年から開始された「Mums a Hero’ program」は，
35歳以上を対象にバスケットボールを通して母親達が幸
せで健康になることが目指されており，そこには，健康
的食生活や身体活動に関する内容も含まれているが，そ
の前提に母親達がバスケットボールそれ自体を楽しむこ
とが重視されている。そして，ここでの健康的食生活は
当人だけではなくその家族にも影響していくことが期待
されている29）。東ティモールでも，より多くの女性達が
バスケットボールを通してより健康的なライフスタイル
を身につけるように計画されているが，母親に焦点を
当てるのは，家族，特に子供の生活習慣に影響を与える
可能性を持つからであり，この活動を通して女性と子供
たちがその能力を発揮することが期待されている30）。実
際にこのプログラムには，母親と子供たちが参加してい
る31）。「Mums a Hero’ program」は，バスケットボー
ルを通して適切な栄養や活動的なライフスタイルを身に
つけるだけではなく，例えばフィジーでは，女性は家庭
で食事や家族の世話をするという固定観念などのジェン
ダーに関わる伝統的考えの変革のための活動ともなって
いる。東ティモールでは，このプログラムに参加した若
い女性達が女性は家庭で食事と洗濯という伝統的考えを
変革しており，地域の若い世代のロールモデルとなる
ことが期待されている32）。このような「Mums a Hero’ 
program」は，「Basketball‘+’」の理念を焦点化した
ものであるが，「Basketball‘+’」が，地域によりスポー
ツは男性を中心とした文化という伝統的な慣習を変革す
るための活動となっている33）。キリバスでは，H4Hはグ
ラスルーツでのバスケットボール活動の発展などを通し
て，「非感染症疾患」の危険因子や健康的ライフスタイ
ルの重要性に関する教育を行なっているが，バスケット
ボール連盟は「国際女性デー」のイベントとして卓球や
バドミントン協会と協同で，女性と心身に障がいを抱え
る人たちがともにこれらのスポーツ実践を通して活動的
で健康的生活を送ることができるような活動も行なって
おり34），また，H4Hとしても，「Hoops for health（H4H）
women in communities program」が展開され，ジェン
ダーに関わる固定観念の変革が試みられている35）。また，
フィジーでは，H4Hの女性と子供たちへの積極的働きか
けを継続している36）。
　学校教育との連携をみてみると，フィジーでは，H4H
が学校教育に施設・用具を提供し，子供たちがバスケッ
トボールやネットボールを楽しめるようにすることで，
子供たちの生活が活性化することを手助けしており37），
また，バヌアツでもH4Hは，学校の子供たちのための有
益な活動となっていると同時に，その継続的活動により
子供たちだけではなく，このプログラムの指導者の生活
や考え方に大きな影響を与えていることが報告されてお
り38），このプログラムがバスケットボールを通した社会
的課題解決のための活動に留まらず，プログラムの実施
者である指導者側にも参加者との相互関係においてより
大きな影響を与えているといえる。
　このようなH4Hや「Mums a Hero」という「Basketball
‘+’」の活動は，例えば，フィジーにおいてジェンダー，
食事，病気，運動に対するこれまでの考え方を変革しつ
つあることが報告されている39）。また，最近では，これ
までのH4Hと若干異なる小学生を対象としたプログラ
ムが展開され，「 3 × 3 」がオリピック種目となること
から，小学生の「 3 × 3 」のトーナメントが計画されて
いる40）。
　H4Hの活動例をさらに確認すると，パプアニューギ
ニアでは，一般的には1990年代にアメリカの都市部の
若者の犯罪を抑制する目的で始められた「midnight 
basketball」として知られる「Twilight Basketball」と
いうプロジュエクトがあり，そこではあらゆる年齢層が
自由に参加できるように計画されている41）。また，文化
的多様性から生じる様々な壁を取り除くための活動も展
開されている42）。あるいは，フィジーでは，より健全な
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地域社会の確立のために，特別支援学校や障がいを抱え
ている人たちのための活動も行われている43）。バヌアツ
では，バスケットボール連盟がバヌアツオリンピック委
員会とともに，スポーツと環境（問題）について子供た
ちに教育するスポーツプログラムを展開しており，そこ
には様々なスポーツ種目が関わっている。このように，
H4Hは活動内容の広がりをみせている44）。
　これまでみてきたように，「Basketball‘+’」として
のH4Hなどのプログラムでは，活動主体がスポーツを純
粋に楽しむという目的的追求というプロセスに社会的課
題解決のプロセスが重層的に組み込まれているといえる。
この意味で，「種目の論理」と「文化の論理」の相互関
係性の事例と捉えることができる。なお，18歳以下の将
来有望なトップレベルの選手を対象とした競技指向のプ
ログラムであるが，バスケットボールという競技を通し
た社会的可能性を追求する活動としてFIBAとNBAによ
る「Basketball without Borders（BWB）」 が2001年 か
ら展開されている45）。
おわりに
　本稿では主として，「ゲーム」性を基盤とした集団ス
ポーツを事例として取りあげた46）。そこでは，集団での
ゲームの魅力を通した社会的課題の解決に大きな可能性
があった。これは，スポーツの個別種目の魅力を基点に，
その社会的・文化的機能の可能性を追求する試みといえ
る。この意味で，スポーツの「‘+’」機能としてどのよ
うな可能性があるのかということが，今後のスポーツ政
策において重要な論点となると考えられる。そしてそれ
は，「文化としてのスポーツ」の可能性の追求に他なら
ない。「BWB」は，競技スポーツのプログラムであったが，
その基本的方針はより広い可能性を有するものであり，
「B」は「S（Sport）」と読み替えが可能となる。そのため，
「BWB」は「SWB」の一形態といえ，「Sport‘+’」と
しての可能性を示唆しているといえる。なお，本稿でも
触れた「スポーツ」の捉え方と関わるが，基本的なこと
を述べれば，重要なことはスポーツに触れることで，そ
れを契機として身体を動かすことの喜びを実感するよう
になるということである。ここに，学校体育での「教材
としてのスポーツ」の捉え方も関わることになる。つま
り，学校体育での様々なスポーツ経験は，それ以降のい
わゆるスポーツ種目の継続的実践に繋がらなかったとし
ても，それを契機にその後の身体を基点とした健康で豊
かな生活につながることがより重要となり，それが学校
でのスポーツ経験の教育的機能の発揮と捉えることが可
能である。そのため，スポーツと社会の関係様態として
の学校体育におけるスポーツの捉え方がその後のスポー
ツや身体活動の実践に大きく関わるといえ，スポーツ政
策と体育政策の相互関係性が重要となる。
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　「食生活，運動，休養」は，密接な相互関係性にある。
現行の小学校学習指導要領の「第 3 学年及び第 4 学年」
の「G 保健」「（ 1 ）毎日の生活と健康」「イ 毎日を健
康に過ごすには，食事，運動，休養及び睡眠の調和の
とれた生活を続けること，また，体の清潔を保つこと
などが必要であること。」があげられ，「1日の生活の
仕方」として「食事，運動，休養及び睡眠の調和のと
れた生活」が強調されている。また，「（ 2 ）育ちゆく
体とわたし」においても，「（ 2 ）体の発育・発達につ
いて理解できるようにする。」「ウ 体をよりよく発育・
発達させるには，調和のとれた食事，適切な運動，休
養及び睡眠が必要であること。」が取りあげられ，「体
をよりよく発育・発達させるための生活」として「発
育・発達させるための調和のとれた食事，適切な運
動，休養及び睡眠」が強調されている。（文部科学省
（2008）『小学校学習指導要領解説：体育編』東洋館出
版社，pp. 56-58. ）新学習指導要領においても，「G 保
健」「（ 1 ）健康な生活」の「ア（イ）」の「一日の生
活の仕方」，「（ 2 ）体の発育・発達」の「ア（ウ）」の「体
をよりよく発育・発達させるための生活」において同
様の記載がなされている。（『小学校学習指導要領解説：
体育編』（2017）pp. 105-109. ）
　中学校学習指導要領では，「保健分野」「（ 4 ）健康
な生活と疾病の予防」において「イ 健康の保持増進
には，年齢，生活環境等に応じた食事，運動，休養及
び睡眠の調和のとれた生活を続けること。また，食事
の量や質の偏り，運動不足，休養や睡眠の不足などの
生活習慣の乱れは，生活習慣病などの要因となるこ
と。」とされ，「健康の保持増進や疾病の予防をするた
めには，調和のとれた食事，適切な運動，休養及び睡
眠が必要であること」が指摘されている。（『中学校学
習指導要領解説：保健体育編』（2008）pp. 156-157. ）
新学習指導要領では，「保健分野」「（ 1 ）健康な生活
と疾病の予防」「ア」の「（イ）」「（ウ）」において同様
の記載がなされ，「（イ）生活習慣と健康」の内容の「運
動，食事，休養及び睡眠の調和のとれた生活の継続」
として，より具体的に「㋐運動と健康」「㋑食生活と
健康」「㋒休養及び睡眠と健康」「㋓調和のとれた生活」
があげられている。「（ウ）生活習慣病などの予防」「㋐
生活習慣病の予防」において，その原因やリスクとし
て「運動不足，食事の量や質の偏り，休養や睡眠の不足，
喫煙，過度の飲酒などの不適切な生活行動」があげら
れ，その予防として，「適度な運動を定期的に行うこと，
毎日の食事における量や頻度，栄養素のバランスを整
えること，喫煙や過度の飲酒をしないこと，口腔の衛
生を保つことなどの生活習慣を身に付けること」があ
げられている。（『中学校学習指導要領解説：保健体育
編』（2017）pp. 207-211. ）
　高等学校では，「保健」「（ 1 ）現代社会と健康」「イ 
健康の保持増進と疾病の予防」「（ア生活習慣と日常の
生活行動）」において，「生活習慣病を予防し，健康を
保持増進するには，適切な食事，運動，休養及び睡眠
など，調和のとれた健康的な生活を実践することが必
要であることを理解できるようにする。その際，悪性
新生物，虚血性心疾患，脂質異常症，歯周病などを適
宜取り上げ，それらは日常の生活行動と深い関係があ
ることを理解できるようにする。」とされている。（『高
等学校学習指導要領解説：保健体育編・体育編』（2009）
pp. 112-114. ）
　このことは，「総則」第 1 の 3 における「食育」と
も密接に関わるが，「適切な食事」や「食育」につい
ては，その前提となる社会状況の改善が重要な課題と
なる。例えば，世界の子どもの「肥満」は過去40年間
で10倍となっているが，その大きな要因として，低所
得，食品に関わるマーケティングや政策，それらに起
因する食生活があげられる。また，子どものライフス
タイルについて，活動的なレクリエーションやスポー
ツを通して積極的に身体活動を行うようにすることで，
座ってスクリーンを見て余暇を過ごす時間を減らすこ
との重要性も指摘されている。“Ten fold increase in 
childhood and adolescent obesity in four decade: new 
study by Imperial College London and WHO”（News 
release, 11 October 2017）
http://www.who.int/mediacentre/news/releases/2017/
increase-childhood-obesity/en/（2017/10/14確認）これ
に対するWHOの対策として‘Ending Childhood Obesity 
（ECHO）’ がある。‘Commission on Ending Childhood 
Obesity’,
http://www.who.int/end-childhood-obesity/en/
（2017/10/14確認）そこでは， 6 つの主要な活動
領域があるが，「身体活動（physical activity）」の
重要性が指摘されている。‘SIX KEY AREAS OF 
ACTION’: ‘1 PROMOTE INTAKE OF HEATHY 
FOODS’,‘2 PROMOTE PHYSICAL ACTIVITY’’,
‘3 PRECONCEPTION AND PREGNANCY CARE’,
‘4 EARLY CHILDHOOD DIET AND PHYSICAL 
ACTIVITY’,‘5 HEALTH, NUTRITION AND 
PHYSICAL ACTIVITY FOR SCHOOL-AGE 
CHILDREN’,‘6 WEIGHT MANAGEMENT’,
‘REPORT OF THE COMMISSION ON ENDING 
CHILDHOOD OBESITY IMPLEMENTATION 
PLAN: EXECUTIVE SUMMARY’，p. 7．それぞれ
の領域の具体的内容については，pp. 10-19.
http://www.who.int/end-childhood-obesity/news/
Implm-Plan-Ex-Summ.pdf?ua=1（2017/10/14確認）
なお，これについては次の記事がある。小林哲「子ど
もの肥満 40年間で10倍 WHOが推計 途上国で急増」
『朝日新聞』2017/10/14.
8 ）公益財団法人健康・体力づくり事業財団：
http://exdb.health-net.or.jp/index.html（2017/ 9 /22
確認）
9 ）「第 2 期スポーツ基本計画：スポーツが変える。未
来を創る。」（2017年 4 月，スポーツ庁）p. 3.
http://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/
mcatetop01/list/detail/__icsFiles/afieldfile/2017/04/14/
jsa_kihon02_slide.pdf（2017/10/13確認）
10）「スポーツの実践活動への直接的参加」とは，ス
ポーツを実践することのみではなく，その実践活動と
いう「場」に多様な形で関わることである。
11）多木浩二（1995）「序章 方法としてのスポーツ」『ス
スポーツと社会の関係様態 ― スポーツの文化的可能性に着目して ―
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ポーツを考える』ちくま新書，pp. 8-23.
12）『高等学校学習指導要領解説：保健体育編・体育編』
（2009）東山書房，pp. 96-97.
13）水谷豊（2005）「バスケとボールの創成」『体育学研
究』50，pp. 249-258；水谷豊（2011）『バスケットボー
ル物語：誕生と発展の系譜』大修館，pp. 40-42.
14）‘OFFICIAL BASKETBALL RULES 2017’,‘Art.36 
Technical foul’,‘36. 3. Definition’,‘36. 3. 1’, p. 43,
http://www.fiba.basketball/OBR2017/yellowblue/
Final.pdf（2017/10/11確認）‘OFFICAL BASKETBALL 
RULES 2014’では‘Falling down to fake a foul.’, p. 41.
http://www.fiba.basketball/downloads/Rules/2014/
Official_Basketball_Rules_2014_Y.pdf（2017/10/11
確認）なお，‘fake a foul’,‘faking’,‘normal faking’,
‘excessive faking’,‘faking & illegal contact’等につい
ては，‘FAKE A FOUL JULY 2016’参照。
http://www.basketball.ca/files/Coaching/Officials/
fiba_2016_fake_july2016.pdf（2017/ 8 /24確認）
15）杉山英人（2018）「学びの場」としてのスポーツの（不）
可能性：「ゲームの論理」と「学びの論理」『千葉大学
教育学部研究紀要』66（2），65-73参照。
16）杉山英人（2017）「教材としてのスポーツ：その基
本的枠組みに着目して」『千葉大学教育学部研究紀要』
65，pp. 215-225参照。
17）「平成28年度体力・運動能力調査の結果について」（ス
ポーツ庁「報道発表」）
http://www.mext.go.jp/sports/b_menu/houdou/29/10/__
icsFiles/afieldfile/2017/10/10/1396996-1.pdf（2017/10/11
確認）この調査については，次のように説明されて
いる。「スポーツ庁発足後初の調査となった平成28年
度の体力・運動能力調査では，平成10年度に新体力テ
ストを採用して以来初めて質問項目を追加した。これ
は，多面にわたるスポーツの持つ価値について，より
深い分析を目的とするものである。」ここに，「スポー
ツ」が種目等として固定的にではなく，より多面的に
社会に認識されるようとする方向性をみてとれる。な
おこれ以外に，「Ⅱ．スポーツの多面的な価値につい
て」として，「日常的に運動している人の多くは，運
動・スポーツのストレス解消効果を感じている」「日
常的に運動している人は，生活が充実している割合が
多い」，「Ⅲ．高齢者の運動習慣，歩行能力及び生活の
充実度の関係」として，「高齢者の運動習慣，歩行能
力及び生活の充実度には関連性がある」ことが指摘さ
れている。
18）新学習指導要領の「第 1 章 総則」「第 5  学校運営
上の留意事項」「 1  教育課程の改善と学校評価，教育
課程外の活動との連携等」「ウ」において，「教育課程
外の学校教育活動と教育課程の関連が図られるように
留意するものとする。特に，生徒の自主的，自発的な
参加により行われる部活動については，……，学校教
育が目指す資質・能力の育成に資するものであり，学
校教育の一環として，教育課程との関連が図られるよ
うに留意すること。」とされており，部活動（運動部
活）が「学校教育の一環」として「教育課程との関連」
を図ることで，「学校教育が目指す資質・能力の育成
に資する」ことがより明確化されている。「学校教育
が目指す資質・能力」については，現行の学習指導要
領同様，「学習意欲の向上や責任感，連帯感の寛容等」
とされている。（『中学校学習指導要領』（2017），p. 11. ）
運動部活動の問題は，以前から指摘されてきたもので
はあるが，特に近年その問題点が社会問題の特質を
浮き彫りにする「ブラック」という表現で指摘されて
いる。この問題を生徒だけではなく，教師及び教育問
題として積極的に取りあげているのが教育社会学者の
内田良である。内田良（2017）『ブラック部活動：子
どもと先生の苦しみに向き合う』（東洋館出版）また，
運動部活動に対する公的指針については，「運動部活
動での指導のガイドライン」参照。
http://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/
mcatetop04/list/__icsFiles/afieldfile/2016/07/01/1372445_1.
pdf（2017/10/13確認）
19）「スポーツ基本計画」（平成29年 3 月24日，文部科学省）
http://www.mext.go.jp/prev_sports/comp/a_
menu/sports/micro_detai l/__icsFi les/af ie ldf
ile/2017/03/23/1383656_002.pdf（2017/10/13確認）
第 2 期計画は，平成29年度から平成33年度までの 5 ヶ
年計画。なおスポーツ庁は，「国民のスポーツライフ」
について，次のような目標を設定している。「スポー
ツ庁では，スポーツ基本計画に基づいて，成人の週1
回以上のスポーツ実施率が65%程度，週 3 回以上のス
ポーツ実施率が30%程度となることを目標としていま
す。国民のスポーツ参加を促進する取組の充実を通じ
て，国民の誰もがいつでも，どこでも，いつまでもス
ポーツに親しむことができる生涯スポーツ社会の実現
を目指します。」
http://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/
mcatetop05/1371876.htm（2017/ 8 /24確認）国民の
スポーツ実施については次の記事を参照。北川和徳「な
ぜ？国民のスポーツ実施率低下の困った事態」（日経
新聞電子版：2017/ 3 /17）
http://www.nikkei.com/article/DGXMZO14136660
W7A310C1000000/（2017/ 8 /24確認）
20）「第 2 期スポーツ基本計画：スポーツが変える。未
来を創る。」p. 4.「第 2 期スポーツ基本計画」では，
スポーツの多様な可能性が指摘されているが，「第 3
章 今後 5 年間に総合的かつ計画的に取り組む施策」
「 2  スポーツを通じた活力があり絆の強い社会の実
現」「（ 2 ）スポーツを通じた経済・地域の活性化」「②
スポーツを通じた地域活性化」では，「施策目標」と
して「スポーツツーリズム」があげられている。スポー
ツが地域に文化として定着していく上で「スポーツ
ツーリズム」がどのような影響を与えていくのかとい
うことの検証が今後の課題と考えられる。「スポーツ
ツーリズム」については，次を参照。スポーツツーリ
ズム推進連絡会議「スポーツツーリズム推進基本方針：
スポーツで旅を楽しむ国・ニッポン」（平成23年 6 月
14日 ）http://www.mlit.go.jp/common/000160526.pdf
（2017/10/15確認）「日本スポーツツーリズム推進機
構」http://sporttourism.or.jp（2017/10/15確認）なお，
スポーツ庁，文化庁，観光庁は，平成28年 3 月 7 日に
千葉大学教育学部研究紀要　第66巻　第２号　Ⅰ．教育科学系
─ 82 ─
「包括的連携協定」を結んでいる。
http://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/
hodohappyo/pdf/2016030801.pdf（2017/10/15確認）
21）「スポーツ基本計画」pp. 3-7.
22）「スポーツ基本計画」pp. 17-21.
23）「「する」「見る」「ボランティア」ではなく……：心
の傷に寄り添うスポーツ」『朝日新聞』（朝刊「スポー
ツ」）2017年 3 月 5 日．
24）山辺建史（2017）「多様な人との出会いが，価値観
を広げ，障害やコンプレックスも個性に変える：第
3 回「ダイバーシティ・フットサル」」『THE BIG 
ISSUE JAPAN』308，p. 19．認定NPO法人「ビッグ
イシュー基金」は，「“つながって生きる”社会への 3
つの事業」の「つながって生きる①ホームレスの自
立応援プログラム」の一つとして「生きていてよかっ
た スポーツ・文化活動応援」を行っている。（認定
NPO 法人ビッグイシュー基金パンフレット）「スポー
ツ・文化活動」が重視される理由は，「一人ぼっちに
なってホームレス状態になった人や路上生活を抜け出
した人にとっても，人とのつながりをつくり，生きる
喜びや意欲を回復する機会になる」ことに求められて
いる。「ダイバーシティカップ」は，このような活動
プログラムの中のホームレスサッカーが，「定例的な
練習を続け，そこから多様な社会的不利・困難を抱え
る当事者がサッカーを通じて参加交流できる」形態に
発展したもので（『認定NPO法人 ビッグイシュー基金 
第 9 期（2015年 9 月～2016年 8 月）年次報告書』，p. 8），
「サッカーによる交流社会空間」（同年次報告書，p. 3），
「スポーツによる社会的包摂の空間づくり」（同年次報
告書，p. 12）とされている。第 8 期に発足した「スポー
ツ・フォー・ソーシャルインクルージョン実行委員
会（社会的包摂スポーツ委員会，略称SF委員会）」を
主体とした第 2 回大会（2016年 7 月）には，「「ホーム
レスの人」だけでなく，難民，ひきこもり，発達障害，
うつ病，ギャンブル依存症，被災者，社会的養護施設
出身者，生活保護受給者など，「社会から排除されが
ちな人」」から構成されたチームが参加したことが報
告され，「ダイバーシティカップ」の動きが，「スポー
ツとまったく無縁な「社会から排除されがちな人々」
が「つながる」社会性スポーツの大きな潮流になる可
能性」として期待されており（同年次報告書，p. 12），
競技スポーツとともにスポーツの可能性として捉えら
れている（同年次報告書・pp. 3，12）。
　　これは，JFAの「誰もが，いつでも，どこでも，安
心してサッカーを楽しめるように！」を理念とした「グ
ラスルーツ」と関わるものといえる。「「グラスルーツ」
とは草の根，民衆の，と言った意味があります。グラ
スルーツフットボールは，みんなのもの。エリートフッ
トボール以外のすべて，どこでもだれでも皆が関わっ
てプレーされるものとされています。「グラスルーツ
サッカーはすべての，年齢，性別，サイズ，姿，レベル，
国籍，信仰，人種，すべての人たちのためにある」とし，
FIFA（国際サッカー連盟）は，その名から“Football 
Is For All”と説明しています。グラスルーツなくし
て代表の強化なし。トップレベルサッカーを支えるも
のであり，その国のサッカー文化の厚さとなるもので
す。世界的に非常に大切にされ，組織的な取組が各国
で始まっています。」「サッカーファミリ ：ーグラスルー
ツ」
http://www.jfa.jp/football_family/grassroots/
（2017/ 9 /28確認）
　この説明の後半は，当該種目の普及・発展を目的と
する「種目の論理」ということもできるが，「種目の論
理」が，当該「種目」に関わるあらゆる活動が競技ス
ポーツ人口の増加や競技成績の上昇に収斂されること
を目指した論理とすると，ここにはサッカーをスポー
ツ「種目」の一つとしてだけではなく，「文化」とし
て捉える方向性が明確に現れているといえる。この意
味で，「種目の論理」と「文化の論理」が本来別個の
ものではないといえる。つまり，ここにスポーツの捉
え方とスポーツとの関わり方の重要性を指摘できる。
25）‘Logo unveiled for IBF 3×3 Young Lions Cup’，
http://www.fiba.basketball/news/logo-unveiled-for-
the-ibf-3x3-young-lions-cup（2017/10/21確認）
IBFのバスケットボールを通した社会変革についての
世界的発信については，次を参照。‘How does sport 
impact your life?’‘The International Basketball 
Foundation uses basketball as a vector for social 
change’，
http://www.fiba.basketball/foundation/idsdp
（2017/10/ 6 確認）
26）‘Hoops for Health’，
http://www.fiba.basketball/oceania/hoops-for-health，
（2017/ 9 /28確認）フィジー，キリバス，パプアニュー
ギニア，東ティモール，バヌアツの「Basketball
‘+’」の概観については，次を参照。‘Basketball‘+’
creating waves of change across Oceania’，
http://www.fiba.basketball/news/basketball-plus-
creating-waves-of-change-across-oceania（2017/ 8 /24
確認）
27）なお，‘Hoops for Health （H4H）’は，オーストラ
リア政府の援助により展開されている。同上‘Hoops 
for Health’.
28）‘Keeping Oceania happy and healthy through 
basketball’，
http://www.fiba.basketball/news/keeping-oceania-
happy-and-healthy-through-basketball（2017/ 8 /24確
認）
29）‘Mums are heroes in Fiji’，
http://www.fiba.basketball/news/mums-are-heroes-
in-fiji（2017/ 8 /24確認）
30）‘Timor-Leste’s“Mum’s a Hero”coaches ready 
to make a difference’，
http://www.fiba.basketball/news/timor-lestes-
mums-a-hero-coaches-ready-to-make-a-difference
（2017/10/18確認）
31）‘Basketball coaches inspiring communities across 
Timor-Leste’，
http://www.fiba.basketball/news/basketball-coaches-
inspiring-communities-across-timor-leste（2017/10/18
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確認）
32）前掲‘Keeping Oceania happy and healthy 
through basketball’なお，バスケッ トボールを
通した女性の能力発揮のための活動（Women’s 
Empowerment Programme）については，次を参照。
‘FIBA empowering women through basketball’，
http://www.fiba.basketball/news/fiba-developing-
women-through-basketball（2017/10/18確認）
33）‘Pacific women and basketball: A powerful 
combination’，
http://www.fiba.basketball/news/pacific-women-and-
basketball-a-powerful-combination（2017/ 8 /24確認）
34）‘Basketball activity in Kiribati at all-time high’,
http://www.fiba.basketball/news/basketball-activity-
in-kiribati-at-all-time-high（2017/10/18確認）
35）‘Kiribati Basketball Federation launches women’s 
community program’,
http://www.fiba.basketball/news/kiribati-basketball-
federation-launches-women-s-community-program
（2017/10/18確認）
36）‘Basketball Fiji making healthy living and 
exercise fun’,
http://www.fiba.basketball/news/basketball-fiji-
making-healthy-living-and-exercise-fun（20117/ 8 /24
確認）
37）‘Basketball Fiji bringing the sport to all’,
http://www.fiba.basketball/news/basketball-fiji-
bringing-the-sport-to-all（2017/ 8 /24確認）
38）‘Vanuatu Basketball Federation launch their 
Hoops for Health program’,
http ://www. f iba .basketba l l/news/vanuatu -
basketball-federation-launch-their-hoops-for-health-
program（2017/10/18確認）なお，バヌアツのH4H指
導者のワークショップについては，次を参照。
‘Basketball Vanuatu Hoops for Health coaches 
workshop’,
http://www.fiba.basketball/news/basketball -
vanuatu-hoops - for -hea l th -coaches -workshop
（2017/ 8 /24確認）
39）‘Basketball Fiji and FIBA creating a greater 
future for Fiji through sport’また，このプログラム
への日本の若い世代（大学院生）の関わりの事例も紹
介されている。
http://www.fiba.basketball/news/basketball-fiji-and-
fiba-creating-a-greater-future-for-fiji-through-sport
（2017/ 8 /24確認）なお，この事例の詳細については，
次を参照。‘Japanese student turned Basketball for 
Good volunteer in Fiji’,
http ://www.f iba .basketbal l/news/japanese-
student-turned-basketball-for-good-volunteer-in-fiji
（2017/10/18確認）
40）これは，「3×3」の普及を目指したものであるが，
小学校が多様なスポーツプログラムを展開すること
で，小学生が数多くのスポーツを経験することを通し
て，自分にふさわしい種目を選択することが重要と
なるという意識が当事者にはある。‘Basketball Fiji 
has relaunched their Hoops for Health program in 
Suva’,
http://www.fiba.basketball/news/basketball-fiji-has-
relaunched-their-hoops-for-health-program-in-suva
（2017/10/11確認）
41）‘Twilight Basketball a huge hit in Papua New 
Guinea’,
http://www.fiba.basketball/news/twilight-basketball-
finds-shooting-stars-in-papua-new-guinea（2017/10/18
確認）
42）これ以外にも，年少の子供たちを対象とした「Piknini 
Hoops program」も展開されている。‘Basketba l l 
breaking down barriers in Papua New Guinea’,
http://www.fiba.basketball/news/basketball -
breaking-down-barriers- in-papua-new-guinea
（2017/10/18確認）さらに，「Daytime Community 
Hoops」もあり，地域社会の事情に応じて異なる集
団を対象としたプログラムが展開され，地域の活性
化に貢献している。前掲‘Basketball‘+’creating 
waves of change across Oceania’,
43）‘Basketball Fiji and Australian Volunteer showing 
that basketball is for all’,
http://www.fiba.basketball/news/basketball-fiji-and-
australian-volunteer-showing-that-basketball-is-for-all
（2017/ 8 /24確認）
44）‘Vanuatu Basketball Federation and VASANOC 
making a difference through sport’,
http ://www. f iba .basketba l l/news/vanuatu -
basketbal l - federation-and-vasanoc-making-a-
difference-through-sport（2017/10/18確認）バヌアツ
においてH4Hが自然災害により困難な状況にある子
供たちを勇気づける活動として機能する可能性がある
ことが報告されている。‘Hoops for Health‒Season of 
Hope’,
http://www.fiba.basketball/news/hoops-for-health-
season-of-hope（2017/9/28確認）
45）http://www.fiba.basketball/bwb（2017/ 8 /24確認）; 
http://www.fiba.basketball/pages/eng/fc/FIBA/
fibaProg/fibaBwb.asp（2017/ 8 /24確認）; 
http://global.nba.com/basketball-without-borders/
（2017/10/12確認）
46）いうまでもなく，スポーツもその社会的・文化的機
能も集団スポーツ等の「種目」に限定されるものでは
く，例えば，「自然体験」に代表されるような身体活
動においてもいえることである。そこでは，自然環境
との対話を通した自己対話が生じることで，必然的に
自律の精神が発揮されることになる。これは，「ゲーム」
性を基盤とした身体活動と比較して，社会との関わり
がそれほど求められてはいないように表面的には見え
るが，自己の確立や自律の精神は社会との関わりの前
提と捉えることも可能である。
